












研究目的 

初年度は,Ⅰ新生児・未熟児の呼吸循環に関する研究,Ⅱ新生児・未熟児の栄養に関する研

究,Ⅲビタミン K欠乏性出血症の本態解明,予防に関する研究,Ⅳ新生児期・周産期の感染症

に関する研究,V 新生児期・周産期の低酸素症,頭蓋内出血に関する研究,Ⅳ高ビリルビン血

症に関する研究の 6課題について,データの収集,蓄積および分析等を主として研究が行な

われた。本年度(第 2年度)は,初年度の継続および方法論の施行等を中心に研究を行なった

が,最終年度ではこれら各問題に対する治療,予防対策の基準,指針を作成する予定である。

そして,これらの研究により,よりいっそうの死亡率の減少と後遺症なき生存(intact 

surviva1)を目指すものである。 


